
2.青 刈 り鳥ひえのFI梓法について

て,1品位の早晩とメJ取り時対i、作綱、有☆吻施用について )

1.甘 景と特歓

ひえは惟曝な生有貴と我培官
'理の宇易なること、家おの時好性の良好なる点から青剤り鋼

十1作均としておしており、先に自然制料強化を目的にその繊培を護めてきた。今強さらに

O早 、中、晩列品種の刈取り時ギ!、の作間 (遅☆き)と取幸、O有 機物の妊堀幼業について

検討 t′た緒共、本県在未紅 (学生 )は早期刈駐りで枕生オl章より多'性 であり、また、各品構

とも?月下旬 (遅播き)捕極でも青刈り用として十分利用できる。さらに、有機物の多段に

より多収となるこ卜がわかったので参考
・に供する。

2.技 術|ブ1容

111 与1中吐別品種の文」取り‖キ神|

0 な 蝶で現在栽培されている学生および中生活、 5月 下旬競権で8月 上旬までの刈取り

では晩生れよりも多収である。 (活村景01竹 /o～ 6.2脅/o)

有望品れ  早 生梅=イ リコ、乙、石鳴、浄渉寺在来、宮古在来

中生地=朝 鮮、二子協、速野在来正、通野rttt Tr

② そ れよ以後 (8月 下旬 )の 対1取りでは晩生種が多収でt主 た全面t喬萩培 (飛那4来 )で

は町橋予o oKα/。 が持する。

12)作 策1(雄おき )と収まと

の 現F裁 培 =れている早生および中化施を?月下旬対れし、 0月下旬刈取りした場合に

は未姑で 0.5,/o～ 055t/3、 金商描きで 0.65t/。 の収音となる。

② ま た、政生梅 (来ギiに来 )の金面喬殺姑で構1とき 06竹 /oで 生草骨 0.7t/。 とな

るが、乾物率が低いので、前記刈なりi寄胡より雄らせた方が有村である。

0 こ の作塾は冬作物 (文丼1・ユラ
′ニタなど)あるいは生脊地J間が短い春捕き作物 (ツ タ

ス、ライ文、エンパク、青刈り作物など)の部か ら冬作物までの,ごIF打の七地利用に適用

さ1竹力う。

有険物の施用効果

県北iヒ帯 (T注米 )でも、1たIL俺(飛球在来 )の 7月下旬精|と、9月 下句刈取り(我埼

期間2ケ月、食面新 )で るトン以上の収二|・となり、さらに有職物の施用により、堆呼出世

51、 オガ|さ牛☆ 51、 篭燥脅す 0.5 !帝 |とつレti用で71 / 1 0。 以_と1の甥1動ミ押持できる。

R 普 及上の付!青事項

11 1  学生、中■1古|を為丹 ド4ぃ|ドし古メ、1,す る1号おには、8月 上、中句 (れ砕増i～出憩瑚 )

が瑚多取 上なり、これよりごヽくれメ11 '合にデiH■rn  2 !すャ/け では劇伏のおそれ/tiあるため

| 的ヽ!刈りとする。また、抗アi押け1上れi勝と1ンてr詩i考耳!Q 6中 /cで 8月 下句～ Q月上旬が

刈取り正お! となもぅ



(21 おそ播きの 7月 下句稀種ではとくに出芽時の乾燥に注意すること。

{3, 友れり跡等を千」月1じて容易に青六」り飼料作物が得られるが枕、ず施地式ク/o(″ Z3、 10、

P2052.0、 K2023火 山尺土 )は行うこと。

i二1 有餞物の多投 (5,以 上 )の場合はプラウで勢込むことっ

15)手 、中生社を1来程する場台は、括極宝o当 たり25～ 5む 夕とし、室素の施1己量は成分

で86～ 08く ャ`/3)以 f内とする。

そ 成 されたi喝題点

〔1)サ イ レーシブ)調夕法

12〕生育初期の荘車防珠

{8)粗 放載培法の確立

5.試 験成績の磁要

tユ】 早Ⅲ晩別品穐の刈取 り時期 (S40～ 50)

〇 試 験方法

ア 供 試品種

本黒在来早生梅、与市早41他 9品 機、

種、lt弾在来他 9品福

イ 供 試条件 ,

本県在束中生活、朝鮮他6品 稀、暖地系塊生
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② 主 用成果の具体的デ
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o当たり19じ夕堆臨(条播)

……早生

ど[二I 1 1縫

? 乳
日比 % ‰  % % % %

200夕/o播 韓の生単哉(条播)

……・!詫上ヤリヨ

ー 中生朝鮮

一 ラ晩生騨 在来

//ftt」
イj2■

1 6 1

/  /っメ
/、
、

/ /122・

小!//宅18
尋. 4

数字は乾物率掬

％

狙

抑

・０

・８

・７

・６

・５

軸

・３

，

・１

・０

け

７０‐
　
生

尊

重
　
６０‐

②O , 4  〃

③o . 6  〃

0 0 8  〃
⑤ l . 0  〃

が

・８

・５

・４

酬

・２

・１

・０

９

‰ % %

//11/)'|

求騨在来

飛蝉存来

全面好の乾物重閉

①0 2 K / o

③0 0  〃
t01.0 〃

7彫お輯 骸′2 シ6 シ 19 シ ち5 _6と 一 lル 8日 け奄 S/6 班98/23



(21 作期 (遅播 )に関する試験 (Sを 9～ 50)

O 試 験方法

ア)供 試品極

‐ 本 県在来学生種与市早生他10品 続

イ)洪 試条件  、

イＷ
帥

ウ) 機 種 期  7 月 2 4 呂

工)X」取時瑠  9月 18日

0 主 要成果のi具体抑データー

o当たり生,I■と乾1カ:1

Tと1普通戒培

彦多企爾十堺↑

|≧ヨ乾4カ在

数手は乾物量

全面播の晴帳景試験(1免生鮮)
o当たり生革義と乾物量 (飛弾在来 )
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上.1せ押在F卜(叱土 )
2-チ4丁:f′li(1干そL)
ヽ十リコ ( L f とを1 1 )

＼
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娯目

糸期劇＼
我 植 様 式

j爺 能 最 (9/o)

0 4 は 6 1  は 8  1 ■ 0

平 生

条 摘 ○ 備考 :

施J巴量 は,/8)N:1.| (硫 女 )

P:2.0(溶 燐 1.0+過 石 1.3)

K : 2 0 ( 塩 加 )

全 価  播 O

iケこ 生

糸 猪 ○

全 面  播 ○ O ○ O ○

霧
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(31 昭和 50年 度青X」リヒニ試験成績械要

試験課瀬拓 :畑作物に対する有歳物の施尿1効果試験 (昭和 49冬 作
～ )

O 試 抜設計の概要

ア 供 試作物 :昭Ⅲ9-ニ ンニク(マルチ戒培 )一昭 50二 青六」ヒ千
~小 麦

イ 供卜条件:有転1物無施用、鶏糞03、 0.も,/10o、 オガ丹午安3ゃ、6,/10。

荘既肥 3t、 61/10o

施 用 法…全田散fiし、プラオで耕起後、施肥 ヒ″t'― タ ツ
ーで砕土整

1と。                                         ィ

供就品機…ヒエ、最弾在来

描 校 法… 口Tタ リーで整地後、全産i散拓 し、 レ
ーキで電絆夜土する。

播 範 量…・1 , 5 ( P / 1 0 o

播  種 …7月 25日   収 穫調 9月 21日

施肥世は2/10o)・・・N20-P20520-K20~郷 (碗安過石、塩加)

ウ 試 験成練 :

N03~N(呼 /1007)

(こ沼 )
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〃  0.6
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155,9
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5,2F」9

5,020
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5,'45

7,175

5.150

7 , 4 ( 〕0

100 0

95.6

119 5

99.9

136!7

98.1

1 4 1 0

1 4 0

1 5 . 0

9 . 8

1 2 0

1 9 1

23.0

1 8 . 9

26.8

■■ 0

1 7 . 2

1 2 . 0

1 2 9
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